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フランス料理の世界大会で優勝
【表紙】本町出身の吉冨力良さん（和田内区）が快挙

２
CONTENTS

●02・特集　平成30年甲佐町成人式を開催

●06・こうさの話題　高崎健太郎投手（横浜 DeNA）が町へ寄付金を贈呈

●08・町からのお知らせ　町災害公営住宅の申し込みは2月28日（水）まで

●12・あゆみだより　成年後見制度と地域福祉権利擁護事業について

●20・Kosa Style　銃剣道・「甲佐町銃剣道クラブ」



感
謝
の
気
持
ち

　

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
私
達

の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式

典
を
開
催
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
る
と
、

陸
上
競
技
一
色
だ
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。
小
学
生
の
時
に
初
め
て
駅

伝
を
走
っ
て
み
て
、
陸
上
競
技
の

魅
力
や
楽
し
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

中
学
生
か
ら
は
部
活
と
し
て
陸
上

競
技
を
さ
せ
て
頂
き
、
自
分
で
目

標
を
立
て
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
毎
日
努
力
し
て
、
達
成
出
来
た

目
標
も
あ
れ
ば
達
成
出
来
な
か
っ

た
目
標
も
あ
り
ま
す
。

　

今
は
、
大
学
で
箱
根
駅
伝
と
い

う
目
標
に
向
け
て
、
日
々
努
力
し

て
い
ま
す
。
箱
根
駅
伝
は
、
関
東

の
大
学
で
し
か
走
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
今
、
自
分
が
大
学
に
行

か
せ
て
頂
い
て
い
る
の
も
、
両
親

は
も
ち
ろ
ん
、
甲
佐
中
で
陸
上
競

技
を
０
か
ら
教
え
て
頂
い
た
先
生
、

コ
ー
チ
の
お
か
げ
で
す
。
陸
上
競

技
の
長
距
離
は
、
努
力
し
た
分
だ

け
自
分
に
返
っ
て
く
る
競
技
で
す
。

残
り
２
年
の
少
な
い
時
間
で
す
が
、

し
っ
か
り
努
力
し
て
チ
ャ
ン
ス
を

掴
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
20
年
間
私

た
ち
を
育
て
て
、
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
た
両
親
、
甲
佐
町
の
方
々
に

重
ね
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
見

守
っ
て
い
て
く
れ
る
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

初
心
と
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に

　

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ

の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式
を
催
し

て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
る
と
沢

山
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
成
長
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
歯
科
衛
生
士
の
免

許
を
取
得
す
る
た
め
に
、
専
門
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
患
者
様
に

信
頼
さ
れ
全
て
の
人
を
笑
顔
に
で

き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
初
心

と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
幼
い
頃
か
ら
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、
諸

先
生
方
、
友
人
、
そ
し
て
家
族
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

渡辺 大智さん

〔山出区〕

米原 沙耶香さん

〔上早川二区〕

新成人の未来を祝う
平成30年甲佐町成人式

　１月７日（日）町生涯学習センターで、

平成30年甲佐町成人式が開催されまし

た。

　今年の新成人は、平成９年４月２日〜

平成10年４月１日生まれが対象で、町

内の対象者は81人。式典には、70人が

出席しました。

　式典では、各地区の新成人代表が新成

人全員の氏名を紹介した後、奥名克美町

長が「近い未来、皆様の中から、この甲

佐町を若い力で引っ張っていく青年が多

く誕生することを心から期待します」と

式辞。蔵田勇治町教育長が「自分の夢を

持ち、その夢に向かって努力し続けてく

ださい」と励ましのことばを述べ、緒方

哲哉町議会議長と甲佐中学校生徒代表の

西坂勇次郎さん（２年・田原区）が祝辞

を述べました。

　新成人への記念品が本田智成さん（古

閑区）に贈呈され、曽我拓矢さん（大町

区）が「交通安全宣言」を宣言。最後に、

井芹槙吾さん（山出区）が「家族や仲間、

先生や地域の方々への感謝を忘れず、こ

の甲佐町に貢献できる社会人になりま

す」と「誓いの言葉」を述べました。

未来を拓く新成人たちの

大人への門出の晴れ姿

▶
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
井
芹
さ
ん



■
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
で
本
町

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
平
成
29
年
１

月
１
日
～
12
月
31
日
の
収
入
に
つ
い

て
申
告
が
必
要
で
す
。

　

熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
２
月
１
日
（
木
）
か
ら
15
日

（
木
）
ま
で
火
の
国
ハ
イ
ツ
（
熊
本

市
東
区
）
で
事
前
申
告
書
作
成
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
告
相
談
で
の
注
意
事
項

●
準
備
す
る
も
の

・
申
告
者
本
人
の
印
か
ん

・
申
告
者
の
本
人
確
認
書
類

・
申
告
者
本
人
お
よ
び
扶
養
控
除
対

　

象
者
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　

ド
」
ま
た
は
「
個
人
番
号
通
知

　

カ
ー
ド
」

・
給
与
収
入
や
年
金
収
入
が
あ
る
場

　

合
は
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払

　

調
書

・
事
業
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
）

　

所
得
が
あ
る
場
合
は
、
収
支
内
訳

　

書
や
経
費
の
領
収
書

・
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
る

　

場
合
は
、
各
種
控
除
証
明
書

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

　

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

　

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
障
が
い

　

者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

　

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
と
集
計
を

　

記
入
し
た
明
細
書

・
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

　

証
明
書
や
領
収
書

・
所
得
税
の
振
替
納
税
や
還
付
を
受

　

け
る
場
合
は
、
本
人
名
義
の
通
帳

　

と
、
そ
の
通
帳
に
登
録
し
て
い
る

　

印
か
ん

・
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申

　

告
書
な
ど

　

株
や
土
地
の
譲
渡
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
、
医
療
費
控
除
の
申
告

を
す
る
人
は
、
事
前
に
町
税
務
課
ま

た
は
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

必
要
書
類
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
に
よ
っ
て
は
、
火
の
国
ハ
イ

ツ
で
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
に
伴
う
雑
損
控

除
が
あ
る
場
合
は
、
平
成
28
年
分
確

定
申
告
書
（
控
）
と
雑
損
控
除
計
算

書
（
控
）
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
相
談
の
日
程
な
ど

▼
申
告
期
間

　

２
月
16
日
（
金
）
～
３
月
15
日

（
木
）

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時
、
午
後
１

時
～
午
後
４
時

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

■
熊
本
東
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
申
告
相
談
会

場
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼
会
場

　

火
の
国
ハ
イ
ツ
（
熊
本
市
東
区
）

※ 

熊
本
東
税
務
署
内
で
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
相
談
期
間

　

 

２
月
１
日（
木
）～
３
月
15
日（
木
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
く

※ 

２
月
18
日
（
日
）、25
日
（
日
）
は
、

休
日
申
告
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　

（
内
線
１
１
５
）

・
熊
本
東
税
務
署

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

平成30年度

■町・県民税、国保税の申告相談の日程一覧

日程
行政区名

午前 午後

２月

16 金 早川 中早川・北早川

18 日 火の国ハイツで休日申告相談実施

19 月 糸田 辺場・古閑・八丁・山出

20 火 吉田 芝原

21 水 北原・田原 府領

22 木 上田口 下田口・和田内

23 金 津志田

25 日 火の国ハイツで休日申告相談実施

26 月 麻生原・世持 南三箇・中山

27 火 船津

28 水 上早川一区・二区・三区・四区・五区

３月

１ 木 浅井 下横田

２ 金 中横田 東寒野

５ 月 上豊内 西寒野

６ 火 下豊内 岩下一区・二区

７ 水 緑町 仁田子

８ 木 大町・横田・有安

９ 金 広瀬・谷内・本坂谷・堂ノ原・西原・小鹿・井戸江・安平・上揚

12 月 乙女・白旗・宮内地区で上記の日に来れない人

13 火 甲佐・竜野地区で上記の日に来れない人

14 水 再来場が必要な人のための予備日

15 木 再来場が必要な人のための予備日

※�2月16日（金）、19日（月）～23日（金）、26日（月）～3月
2日（金）、5日（月）～9日（金）は、税理士も相談に応じ
ます。株や土地の売買、消費税の申告や資産税についての
ご相談がある人は、ぜひご利用ください（税理士の受付は
午後３時まで）。

町
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
相
談
は

２
月
16
日
（
金
）
～
３
月
15
日
（
木
）
で
す

　３月18日（日）甲佐町安津橋健康広場で、
「緑川スポーツフェスタ in こうさ２０１８」を
開催します。
　クイズに答えながら町内の名所を巡る「こう
さんもんクイズウォーク」や天然芝コースで競

う「グラウンド・ゴルフ」を開催。会場内では、
幼児から大人まで楽しめる「スポーツ体験コー
ナー」や町内外のグルメが集まる「陽気マル
シェ」も開催します。家族や友だちなどお誘い
合わせの上、ぜひご参加ください。

■コース

　安津橋健康広場を発着として、クイズに答え

ながら町内の名所を巡る５マイル（約８㌔）と

３マイル（約4.8㌔）の２コース

■当日の受付・スタート時間

・受付　午前８時30分～午前９時15分

・５マイルコース（約８㌔）午前９時45分

・３マイルコース（約4.8㌔）午前10時

■参加料

　高校生以上1,000円、小・中学生無料（保護

者同伴）

■参加申し込み方法

　３月７日（水）までに事前申し込みください。

①応募フォームでの申し込み

　町公式ウェブサイトから申し込みください。

②申込書での申し込み

　町公式ウェブサイトから申込書をダウンロー

ドし、メールかファックス、郵送で申し込みく

ださい。

■参加資格

　中学生以上なら誰でも参加できます

■当日の受付・競技開始時間

・受付　午前８時30分～午前９時15分

・競技開始　午前10時

■参加料　500円　

■参加申し込み方法

　安津橋健康広場「グリーンパル甲佐」で申し

込みを受け付けます。３月７日（水）までに事

前申し込みください。

※ファックスでの申し込みについては、町教育

　委員会にお問い合わせください。

■お問い合わせ先　

　町教育委員会　 TEL096-234-2447（内線323）

■お問い合わせ先
●甲佐町観光協会（町企画課内） TEL 096-234-1154（内線236）
●町公式ウェブサイト　http://www.town.kosa.kumamoto.jp/

こうさんもんクイズウォーク

クイズに答えながら甲佐の名所を巡る

　会場では、甲佐ブランド「こうさんもん」
をはじめとしたグルメが集まる「陽気マル
シェ」や、子どもから大人まで体験できる
「スポーツ体験コーナー」を開催。ステージイ
ベントでは、子どもに人気の仮面ライダービ
ルドショーやキッズダンスコンテスト、ブラ
スバンド演奏などが行われます。
　また、クイズウォークやグラウンド・ゴル

フに参加したり、「陽気マルシェ」で300円以
上の買い物をしたりするともらえる抽選券で
参加できる「お楽しみ大抽選会」では、豪華
景品も用意しています。ぜひ、ご来場ください。

グラウンド・ゴルフ

天然芝の３コースでスコアを競う

3/ 
申込締切

水

3月18日（日）緑川スポーツフェスタ in こうさ2018
クイズウォーク・グラウンドゴルフの参加者募集 !! ７

おいしい楽しいイベントが盛りだくさん



　

12
月
14
日
（
木
）、
甲
佐
中
学
校

で
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
講
演
会
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理
念
や
価
値
、

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

同
中
が
主
催
。
車
椅
子
陸
上
競
技
の

鈴
木
朋
樹
さ
ん
（
㈱
ト
ヨ
タ
自
動

車
）
が
「
夢
を
見
つ
け
る
こ
と
」
と

い
う
演
題
で
講
演
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
、

と
り
あ
え
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
か
け
は
ど
ん
な
こ

と
で
も
、
新
し
い
何
か
が
見
つ
か
り
、

夢
や
目
標
に
つ
な
が
る
か
も
知
れ
な

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　12月15日（金）、甲佐高校（山下由美校長、

115人）から境栄一郎さん（上豊内区）に感

謝状が贈呈されました。

　同高では、本町の特産品を活用した商品開

発を目指して、地元農家や企業の協力の下、

アイデア商品「ニラみそあられ」を開発。境

さんはニラの寄付や収穫体験などを通して同

活動を支援し、同校長および生徒らから感謝

の意が伝えられました。好評で売り切れてい

た「あられ」（税込250円）は、甲佐町ろくじ

館で販売を再開しています。

　12月にフランスで行われた「パテアンクルー

ト」の世界大会で、本町出身のフランス料理人・

吉冨力良さん（和田内区）が見事優勝に輝きまし

た。

　パテアンクルートは、ジビエやフォアグラなど

のパテをパイ生地で包んだもので、料理人の技術

が問われるフランス料理の１つ。同大会は、アジ

ア、アメリカ、フランス大会を勝ち抜いた12人に

より行われました。

　昨年の同大会で準優勝した吉冨さんは、「昨年

を越えなければならない重圧の中、休日や仕事の

合間を利用し、毎日のようにパテアンクルートの

ことを考えていました」と話し、「優勝が発表さ

れた時は、支えてくれた同僚や周りの人々、故郷

の甲佐町のことを思い、自然と涙がこぼれまし

た」と優勝を振り返りました。

　吉冨さんは、「震災で被災された方々のことを

思うと胸が痛みます。いつも胸の中にある生まれ

故郷の甲佐町に、このような形で自分にしかでき

ない支援をしていきたい」と話しました。

町の発展や教育の振興に　
高崎健太郎投手（横浜 DeNA）が寄付

甲佐中学校で講演会　　 
車椅子陸上競技の鈴木朋樹さん

商品開発の支援に感謝状
境栄一郎さん（上豊内区）へ甲佐高から

▼奥名町長に目録を手渡す高崎投手（左）

▲左から山下校長、境さん、生徒の田上さんと元松さん

▼

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
す
鈴
木
さ
ん

　12月13日（水）町生涯学習センターで、文

化財研修会が開催されました。

　同研修会は毎年県内各地で開催され、今回

は熊本県文化財保護協会と町教育委員会の共

催。講師の鶴嶋俊彦さん（熊本城調査研究セ

ンター）が「陣ノ内館の実像」という演題で

講演し、町内外から約70人が参加しました。

　鶴嶋さんは城郭研究の専門家の視点から、

いまだに多くの謎に包まれている「陣ノ内館

跡」について、県内の城跡の事例を基に、築

城時期や城主について検討結果を述べました。

陣ノ内館の実像に迫る　
文化財研修会を開催

▲講演に耳を傾ける町内外から集まった参加者たち

仏料理の世界大会で優勝　
吉冨力良さん（和田内区出身）が快挙

▲12月にフランスで行われた「パテアンクルート」の世界大会で、見事
優勝に輝いた本町出身のフランス料理人・吉冨さん（右）

　

12
月
28
日
（
木
）、
本
町
出
身

の
プ
ロ
野
球
選
手
・
高
崎
健
太
郎

投
手
（
八
丁
区
・
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
が
町
役
場
を
表

敬
訪
問
し
、
町
へ
寄
付
金
を
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
崎
投
手
は
「
町
の
発
展
や
教

育
の
振
興
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
、
奥
名
克
美
町
長
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

高
崎
投
手
は
、
２
０
０
７
年
に

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
入
団
。
投

手
と
し
て
11
年
間
活
躍
し
通
算
25

勝
を
挙
げ
、
昨
季
限
り
で
現
役
を

引
退
し
ま
し
た
。

　

高
崎
投
手
は
「
長
い
よ
う
で
短

い
11
年
間
で
し
た
。
横
浜
ベ
イ
ス

タ
ー
ズ
か
ら
横
浜
Ｄ

ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ
へ
と
新
球
団
に

な
っ
た
最
初
の
年
に
、

初
め
て
の
開
幕
投
手

を
務
め
た
こ
と
が
プ

ロ
生
活
で
一
番
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
プ

ロ
の
厳
し
い
世
界
で

長
い
間
活
躍
で
き
た

の
は
、
応
援
い
た
だ

い
た
皆
様
の
お
か
げ

で
す
。
今
ま
で
た
く

さ
ん
の
応
援
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

現
役
引
退
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
（
日
）、
神
戸
市
で

「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
の
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
白
旗
小
学
校
（
岩
下
勇

治
校
長
１
０
１
人
）
が
「
は
ば
タ
ン

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

経
験
と
教
訓
を
継
承
す
る
た
め
、
防

災
教
育
や
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
子
ど
も
や
学
生
を
顕
彰
す
る
も

の
で
、
兵
庫
県
な
ど
が
主
催
。

　

同
小
は
熊
本
地
震
後
、
児
童
が
校

内
で
育
て
た
花
を
仮
設
住
宅
の
入
居

者
に
届
け
る
活
動
や
活
断
層
の
見
学
、

防
災
講
演
会
な
ど
を
実
施
。
そ
の
取

り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
被
災
経

験
と
教
訓
か
ら
生
ま
れ
た
優
れ
た
活

動
に
対
し
授
与
さ
れ
る
同
賞
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

復興への取り組みが評価
白旗小学校が「ぼうさい甲子園」で表彰

▼

表
彰
式
で
賞
状
な
ど
を
受
け
取
る
白
旗
小
の
児
童



Information町からのお知らせ　【２月】

男
女
共
同
参
画

町総務課　 TEL 096－234－1140（内線223）

■�

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
週
間

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
、
平

成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
週
間
（
６
月

23
日
～
29
日)

の
趣
旨
を
広
く
浸
透
さ

せ
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
夏
に
わ
が
国
で
開
催
さ
れ

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
る
絶

好
の
機
会
で
す
。
し
か
し
日
本
で
は
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
運
動
を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
場
に
お
い
て
も
、
そ
れ

に
関
わ
る
指
導
者
や
競
技
団
体
の
役
員
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
女
性
は
少
数
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
女
性
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
場
で
、
一
般
、
学

生
、
ア
マ
チ
ュ
ア
、
プ
ロ
を
問
わ
ず
、
男

性
も
女
性
も
誰
も
が
、
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
活
躍
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
平
成
30

年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
広
報
・

啓
発
活
動
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
の
も

の
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
募
集
テ
ー
マ

　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
女
性
の
参
画
を
推
進
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
男
性
も
女
性
も
親
し

み
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
活
躍
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

●
応
募
期
限

　

２
月
28
日
（
水
）

●
応
募
方
法

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
サ
イ
ト

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
ペ
ー
ジ
か

ら
、
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入

力
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
１
人
何

作
品
で
も
ご
応
募
可
能
で
す
。

▼
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
サ
イ
ト

　

URLhttp://www.gender.go.jp/public/week/week.html

※ 

入
賞
者
に
は
、
４
月
中
に
通
知
す
る

予
定
で
す
。

男女共同参画週間の
キャッチフレーズを募集

平 成28・29年 度 の 男 女 共 同 参 画 週 間 ポ ス タ ー

国
民
年
金

町住民生活課　 TEL 096－234－1113　（内線104）　

■
２
年
間
で
１
５
，
０
０
０
円
程
度

　

の
割
引
に
な
り
ま
す

　

２
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
ま

と
め
て
納
め
る
「
２
年
前
納
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
毎
月
納
付
す
る
場
合

に
比
べ
、
２
年
間
で
１
５
，
０
０
０
円

程
度
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
口
座
振
替
に
加
え
、
新
た
に
現
金
ま

た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る

２
年
前
納
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
後
も
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、

再
度
申
出
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
平
成
29
年
度
の
割
引
額

　

口
座
振
替
２
年
前
納
の
割
引
額
は
、

１
５
，
６
４
０
円
、
現
金
お
よ
び
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
２
年
前
納

の
割
引
額
は
１
４
，
４
０
０
円
で
す
。

※
保
険
料
額
は
厚
生
労
働
省
告
知
に
よ

　

り
確
定
し
た
金
額
で
す
。

※
（
か
っ
こ
内
）
は
、
毎
月
納
め
る
場

　

合
と
比
較
し
た
割
引
額
で
す

●
口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
額
と
割
引

　
額

・
６
カ
月
前
納　

９
７
，
８
２
０
円

　
　
　
　
　
　
　

 

（
１
，
１
２
０
円
）

・
１
年
前
納　

１
９
３
，
７
３
０
円

　
　
　
　
　
　
　

 

（
４
，
１
５
０
円
）

・
２
年
前
納　

３
７
８
，
３
２
０
円

　
　
　
　
　
　

 

（
１
５
，
６
４
０
円
）

※
実
際
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る

　

金
額
は
、
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座

　

振
替
額
通
知
書
」
に
て
ご
確
認
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

●
現
金
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

　
付
に
よ
る
保
険
料
額
と
割
引
額

・
６
カ
月
前
納　

９
８
，
１
４
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
８
０
０
円
）

・
１
年
前
納　

１
９
４
，
３
７
０
円

　
　
　
　
　
　
　

 

（
３
，
５
１
０
円
）

・
２
年
前
納　

３
７
９
，
５
６
０
円

　
　
　
　
　
　

 

（
１
４
，
４
０
０
円
）

※
実
際
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
立
替

　

納
付
さ
れ
る
金
額
は
、「
国
民
年
金

　

保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
額
通
知

　

書
」
に
て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

国 民 年 金 保 険 料
２年前納制度のご案内

災
害
公
営
住
宅

町建設課　 TEL 096－234－1183（ 内線161）

■
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
申
し
込
み

　

は
２
月
28
日
（
水
）
ま
で

　

町
で
は
、
３
地
区
に
建
設
す
る
災
害

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
居
資
格
（
い
ず
れ
に
も
該
当
）

①
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
滅
失
し

　

た
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
者

・
り
災
証
明
書
で
「
全
壊
」「
大
規
模

　

半
壊
」、
ま
た
は
「
半
壊
」
で
解
体

　

を
行
う
者

②
熊
本
地
震
に
よ
り
住
宅
を
滅
失
ま
た

　

は
取
壊
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
安
定

　

し
て
居
住
で
き
る
住
ま
い
が
な
い
者

③
被
災
者
生
活
再
建
支
援
（
加
算
支
援

　

金
）
を
申
請
し
て
い
な
い
者

④
申
請
者
お
よ
び
入
居
者
が
暴
力
団
員

　

で
は
な
い
こ
と

●
募
集
戸
数

・
甲
佐
団
地
（
仮
称
）　

30
戸

・
乙
女
団
地
（
仮
称
）　

12
戸

・
白
旗
団
地
（
仮
称
）　

10
戸

●
申
込
方
法

　

「
災
害
公
営
住
宅
入
居
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類
を

添
え
て
町
建
設
課
に
申
し
込
む
こ
と

（
申
し
込
み
は
１
団
地
の
み
）
。

※
添
付
書
類

　

所
得
証
明
書
、
住
民
票
、
り
災
証
明

書
な
ど

●
申
込
期
限

　

２
月
28
日
（
水
）

●
申
込
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

●
入
居
開
始
時
期

・
乙
女
、
白
旗
団
地
（
仮
称
）

　

平
成
31
年
春
予
定

・
甲
佐
団
地
（
仮
称
）

　

平
成
31
年
春
予
定

※
工
事
工
期
の
関
係
に
よ
り
、
入
居
時

　

期
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
ほ
か

①
家
賃
、
電
気
代
、
水
道
代
、
ガ
ス
代

　

お
よ
び
共
益
費
、
管
理
組
合
費
な
ど

　

は
入
居
者
負
担

②
ペ
ッ
ト
の
飼
育
不
可　

な
ど

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
建
設
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　

（
内
線
１
６
１
）

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　 TEL 096－234－1113（内線106）　

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　

方
は
、
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
所
得
に
よ
っ
て

国
民
健
康
保
険
税
の
額
や
医
療
費
の
自

己
負
担
限
度
額
な
ど
を
計
算
し
ま
す
。

　

国
保
被
保
険
者
で
前
年
中(

１
月
～

12
月)

の
収
入
が
な
い
人
や
収
入
が
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
の
み
の
人
も
、
必

ず
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
申
告
を
し
な
い
と
、
国
保
税
の
軽

　

減
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　

国
民
健
康
保
険
に
は
、
所
得
額
に

よ
っ
て
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
申
告
を
し
な
い
と
所
得
の

額
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
国
保
税
の
軽

減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
申
告
を
し
な
い
と
、
医
療
費
の
限

　

度
額
認
定
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
判
定
も
、
所
得
額
に

応
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

仮
に
収
入
が
何
も
な
く
て
も
、
申
告

を
し
な
い
と
正
し
い
判
定
が
で
き
ま
せ

ん
。
申
告
を
し
な
い
と
、
急
な
病
気
や

け
が
で
入
院
し
高
額
の
医
療
費
が
掛

か
っ
た
場
合
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負

担
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
期
間
内
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

　

申
告
が
遅
く
な
る
と
、
国
保
税
の
軽

減
措
置
が
受
け
ら
れ
ず
に
高
い
税
額
を

納
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
後
で
所
得
が

判
明
し
た
時
に
国
民
健
康
保
険
税
を
追

加
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

申
告
期
間
は
毎
年
２
月
中
旬
か
ら
３

月
中
旬
ま
で
で
す
。
期
間
内
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
国
保
の
適
正
な
運

営
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、

町
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　

（
内
線
１
１
５
）

国保被保険者の皆さん
所得の申告を忘れずに

国 保 イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー の 川 﨑 宗 則 さ ん

災 害 公 営 住 宅
入 居 者 募 集 中

入 居 開 始 は 平 成 ３ １ 年 春 予 定 で す



Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Library
町生涯学習センター図書室からの２月のおすすめ図書

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

今月の案内人

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間�午前９時～午後５時　■休館日�毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間�１人５冊まで、15日間

2015年、就活に惨敗した22歳の

光太は誘われるまま「チュベ

ローズ」のホストとなる。ひと

ときも同じ形をとどめない人間

関係のうねりに翻弄（ほんろ

う）された光太を悲劇が襲う。

2025年、32歳の光太がたどりつ

いた10年前の恐ろしくも哀しい

真実とは !? 上下巻500ページに

及ぶミステリー長編。読み応え

のある作品です。

扶桑社

小説

新宿・歌舞伎町から始まるミステリー巨編
加藤�シゲアキ著�/『チュベローズで待ってる』

維新を切り開いた長州のヒーローたち
河合�敦監修・解説�/『木戸孝允と高杉晋作』

簡単なパーツからうまれる美しい模様
大原�まゆみ著�/『おりがみパズル』

ひとつひとつのパーツは簡単に

作れるのに、連続して組み合わ

せることで不思議な美しい幾何

模様を作ることのできるおりが

みパズル。指先を動かし、考え

ながら作業することで、集中力

を高めることができ、作品を作

り上げる達成感を経験すること

ができます。子どもから高齢者

まで、家族みんなで楽しめるお

すすめの１冊です。

日本ヴォーグ社

教養娯楽

「今夜、わたしは死んじゃうか

もしれない」爆弾の雨の下から、

７歳の少女は戦争の現実をツ

イッターで伝え続けた。平穏な

日常を戦争と爆弾によって破壊

された少女と家族の運命は ･･･。

現代のアンネ・フランクとも呼

ばれるバナが、シリアでの暮ら

しや内戦について語った、感動

の手記。たくさんの人に読んで

いただきたい１冊です。

飛鳥新社

一般書

７歳の少女がツイッターで伝え続けた戦争
バナ・アベド著�/『バナの戦争』

激動の時代が始まった江戸時代

末期、日本を変えるために働い

た長州藩のふたりのヒーロー、

木戸孝允（桂小五郎）と高杉晋

作。冷静な判断力と幅広い知識

を持つ木戸と、大胆な行動力と

形にとらわれない発想を持つ高

杉は、仲間とともに大活躍。明

治維新を切り開いた２人の人生

を、分かりやすく、まんがで紹

介しています。

集英社

児童書

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第３木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者の皆さん、

またおじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

日時　２月15日（木）

　　　午前10時30分

場所　図書室おはなしのへや

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　 TEL 096-234-2447（内線331）

　

小屋敷　泰さん

〔糸田区〕

に会いに来た教え子のさ

やかに掛けた言葉、『何

やってるの !頑張らなきゃだめ

じゃない !』さやかは、『わかっ

てる。ちゃんと頑張って生きて

いるよ。先生 !』と言い残し、

数日後、自らの命を絶ってしま

う。

　それを知らされた私は頭をハ

ンマーで殴られるような気持ち

になり、眠ったように横たわっ

たさやかの

顔を見なが

ら私ははじ

めて、そん

な言葉を聞

きたくて私

に会いに来

たんじゃな

いと気付い

た。リストカットの傷跡、ボロ

ボロになっても生きてきた自分

を『さやか、よく頑張ったね』

とほめてもらいたかった。抱き

しめてもらいたかった。それか

ら長い長い後悔の日々を送るこ

とになった私、でもそのどん底

の私を救ってくれたのは、私の

大切な子どもたちでした。」

　この先生が伝えたいのは、正

しい教育の在り方や優秀な子ど

もの育て方ではなく、愛されて

生きることの素晴らしさです。

是非ご一読を !

「私 Read This Story!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『子どもたちの光るこえ』（香葉村 真由美著）

福岡県の現役小学校教師が描く、教室
で実際に起きたさまざまな問題を抱え
た子どもたちと名物教師とのやさしい
物語の数々。

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　 TEL096-234-2447（内線331）

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　 TEL 096-234-2447（内線321）

　

　

12
月
20
日
（
水
）
町
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
ろ
く
じ
館
で
、

「
シ
ニ
ア
世
代
の
講
座
」
で
お

正
月
の
飾
り
「
ス
ワ
ッ
グ
」
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
村
上
光
治
さ
ん
（
下

豊
内
区
）
、
参
加
者
10
人
。

　

ス
ワ
ッ
グ
と
は
、
ド
イ
ツ
語

で
「
壁
飾
り
」
の
意
味
で
、
最

近
で
は
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
正
月
の
し
め
縄
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
飾
り
を
作
り
ま

し
た
。
稲
穂
、
松
、
ナ
ン
テ
ン

の
実
な
ど
を
１
つ
ず
つ
バ
ラ
ン

ス
を
見
な
が
ら
ワ
イ
ヤ
ー
で
留

め
て
い
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス

ワ
ッ
グ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
女
性
は
、「
こ
ん

な
に
か
っ
こ
い
い
し
め
飾
り
は

初
め
て
で
す
。
し
か
も
自
分
で

作
っ
た
の
だ
か
ら
、
な
お
さ
ら

愛
着
が
わ
き
ま
す
ね
」
と
両
手

で
大
事
に
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　

１
月
17
日(

水)

下
横
田
公

民
館
で
、
出
前
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
18
人
。

　

講
座
の
前
に
、
町
民
セ
ン

タ
ー
中
林
健
次
所
長
が
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
に
つ
い
て
講
話
を
行

い
、
「
心
配
事
が
あ
れ
ば
相
談

に
応
じ
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
総
合
保
険
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
清
田
真
理
保
健
師

が
「
高
血
圧
の
構
造
」
を
図
を

用
い
て
説
明
。
高
血
圧
の
要
因

を
具
体
的
に
挙
げ
、
生
活
習
慣

や
塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
す

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た

健
診
の
大
切
さ
を
訴
え
、「
町

の
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
全
身

の
血
管
の
変
化
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
血
圧
を
測
定
し
、
体

調
な
ど
の
相
談
を
し
ま
し
た
。

ス
ワ
ッ
グ
作
り
に
挑
戦

町
公
民
館
主
催
講
座

高
血
圧
の
話
と
血
圧
測
定

公
民
館
出
前
講
座

▲それぞれのスワッグを完成さ

せた受講者の皆さん

▲血圧を測定する町保健師と参

加者

▲

町公民館からのご案内

第21回甲佐町公民館大会

●日時

　２月24日（土）

　午前９時10分～午前11時45分

●場所

　町生涯学習センター・ホール

●実践発表

　こうさんもん元気活動推進事業

の発表

●講演

・演題「住民自治の地域再生」

・講師　豊重哲郎さん（鹿児島県

　鹿屋市串良町柳谷自治公民館館長）

町内公民館関係者および町民の皆

さんの多くのご参加をお待ちして

います。

●高齢者の人権問題
　いつまでも働ける社会に
　　　

「なくそう ! 年齢による就労の
制限・差別」

　高齢者が安心して自立した生活を

確保し、生きがいを持って社会の一

員として生活するには、高齢者の雇

用の維持・拡大が不可欠です。

　また、少子高齢化が進み、労働力

人口の減少が見込まれる中、働く意

欲と能力を持つ高齢者が年齢に関わ

りなく働きつづけることができれば、

本人だけでなく社会全体にとっても

非常に有益です。

　しかし、実際には年齢を理由に就

業を制限されるケースがまだまだ多

いのが実情です。

　

　そうした中で、高齢者が少なくと

も年金受給開始年齢までは意欲と能

力に応じて働き続けられるよう、定

年年齢の引き上げや継続雇用制度の

促進などを目的とした雇用の改革が

進められています。　

人権教育啓発推進センターより

60歳ぐらいまで
18.5％

65歳くらいまで
25.7％

70歳くらいまで
15.2％

75歳くらい
まで
8.1％

働けるうちは
いつまでも
31.2％

76歳以上
1.3％

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447（内線324）

　

▲何歳まで仕事をしたい？（就労希望年齢）

※40歳以上の方にアンケート



❖
高
齢
者
を
守
る
た
め
の
制
度

　
～
成
年
後
見
制
度
～

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の
不
十
分

な
方
は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財

産
を
管
理
し
た
り
、
身
の
ま
わ
り
の
世

話
の
た
め
に
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約
を
結
ん

だ
り
、
遺
産
分
割
の
協
議
を
し
た
り
す

る
必
要
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
行
う
の
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
自
分
に
不
利
益
な
契
約
で

あ
っ
て
も
、
判
断
が
で
き
ず
に
契
約
を

結
ん
で
し
ま
い
、
悪
徳
商
法
の
被
害
に

あ
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
こ
の
よ
う
な

判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
々
に
対
し
、

本
人
の
権
利
を
守
る
援
助
者
（
後
見
人

等
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人
を
法
律
的

に
支
援
す
る
制
度
で
す
。
同
制
度
に
は

大
き
く
２
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
任
意
後
見
制
度

　

任
意
後
見
制
度
は
、
本
人
が
十
分
な

判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
将
来
、
判

断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
自
ら
が
選

ん
だ
代
理
人
に
、
自
分
の
生
活
、
療
養

看
護
や
財
産
管
理
に
関
す
る
事
務
に
つ

い
て
、
代
理
権
を
与
え
る
契
約
を
結
ん

で
お
く
制
度
で
す
。　

●
法
定
後
見
制
度

　

法
定
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
不

十
分
に
な
っ
て
か
ら
、
本
人
・
配
偶
者
・

４
親
等
内
の
親
族
な
ど
が
家
庭
裁
判
所

に
申
立
て
を
行
い
、
家
庭
裁
判
所
が
法

定
後
見
人
お
よ
び
法
定
後
見
監
督
人
を

選
任
し
、
本
人
の
財
産
管
理
な
ど
の
法

律
行
為
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
同
制

度
は
、
本
人
の
判
断
能
力
の
状
態
等
に

応
じ
て
、「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」

の
３
つ
の
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
支
援
が
必
要
な

高
齢
者
な
ど
（
成
年
被
後
見
人
な
ど
）

の
財
産
を
保
全
・
維
持
す
る
こ
と
が
最

優
先
と
な
る
た
め
、
成
年
後
見
人
が
選

任
さ
れ
て
い
る
方
の
財
産
処
分
な
ど
を

行
う
た
め
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
事
前

許
可
が
必
要
に
な
り
、
不
必
要
な
財
産

処
分
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
関
し
て
の
ご
相
談

は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

❖
高
齢
者
を
守
る
た
め
の
事
業

　
～
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
～

　

甲
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
熊
本
県

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
委
託
を
受
け
て

実
施
す
る
事
業
で
、
ご
自
分
で
金
銭
や

大
切
な
書
類
を
管
理
す
る
こ
と
に
不
安

の
あ
る
方
の
財
産
や
権
利
を
守
る
た

め
、
日
常
的
な
金
銭
管
理
や
通
帳
・
権

利
証
等
、
大
切
な
書
類
を
預
か
り
、
利

用
者
が
安
心
し
て
地
域
で
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
支
援
を
す
る
事
業
で
す
。

●
ご
利
用
で
き
る
方

　

町
内
で
在
宅
生
活
を
さ
れ
て
い
る
認

知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な

ど
に
よ
り
、
判
断
能
力
に
不
安
の
あ
る

方
で
、
事
業
に
つ
い
て
の
理
解
が
で
き
、

契
約
で
き
る
能
力
を
有
す
る
方

●
契
約
の
締
結

　

利
用
者
本
人
と
甲
佐
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
契
約
締
結
後
、
サ
ー
ビ
ス
開
始

と
な
り
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

　

際
の
手
続
き
の
援
助

②
年
金
等
の
受
領
に
必
要
な
手
続
き

　

や
、
医
療
費
・
税
金
・
公
共
料
金
等

　

の
支
払
い
、
お
よ
び
支
払
い
に
伴
う

　

預
金
の
払
い
出
し
、
ま
た
は
預
け
入

　

れ
な
ど
の
日
常
的
金
銭
管
理

③
年
金
証
書
や
預
貯
金
の
通
帳
、
権
利

　

書
や
契
約
書
類
、
実
印
、
銀
行
印
な

　

ど
の
大
切
な
書
類
等
の
預
か
り

　

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
に
関
し
て

の
ご
相
談
は
、
甲
佐
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

・
甲
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
９
２

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

Child-Care
２月の子育て支援カレンダー

あ
ゆ
み
だ
よ
り

介護 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　 TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

高
齢
者
を
守
る
た
め
の
制
度
や

事
業
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か
？

認知症が疑われる状態になった際

には早期の相談・受診ができるよ

うに情報を収集しておくことも重

要です。町では、住民向けに認知

症に関する講演会や、相談会を開

催していますので、ぜひご活用く

ださい。

岩永 一寿 社会福祉士

２・３月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　２月15日（木）　午前９時

　　３月15日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　２月15日（木）　午前10時

　　３月15日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　２月２日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　３月６日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　３月23日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　３月６日（火）　午後１時20分

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

　

岩永 悠
ゆうせい

聖 くん（１歳）

 父・一寿 さん　母・依里子 さん

　（下横田区）

　ねぇね、にぃに

　　いっぱいあそぼうね♪

　

上野 楓
ふ み

実 ちゃん（１歳）

 父・大輔 さん　母・幸述 さん

　（横田区）

　お姉ちゃん、これからも

　　　　　いっぱい遊んでね！

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（金） 豆まき

５日（月） ままごと遊び

７日（水） 戸外遊び

９日（金） ブロック遊び

14日（水） バレンタインチョコレート作り

16日（金） お誕生会（要予約）

19日（月） 親子で読書

21日（水） 折り紙遊び

23日（金） 散歩（園周辺）

26日（月） 雛飾り作り

28日（水） お絵かき遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

10日（土） 発表会

16日（金） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）



文
化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
地
域
活
動
を
行
う
４
名
以
上

の
団
体
で
ご
加
入
に
な
れ
ま
す
。

加
入
団
体
で
の
活
動
中
お
よ
び
団

体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
を
補

償
し
ま
す
。

　

傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
保
険
で
す
。

　

掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

が
年
額
８
０
０
円
か
ら
、
高
校
生

以
上
の
大
人
に
つ
い
て
は
活
動
に

よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

　

万
一
の
け
が
や
損
害
賠
償
に
備

え
て
、
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
１
３
‐
９
０
１
５

　

甲
佐
町
食
に
よ
る
復
興
協
議
会

で
は
、「
農
と
食
が
元
気
な
甲
佐

町
」、「
甲
佐
町
特
産
の
ニ
ラ
」
を

町
内
外
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

ろ
く
じ
館
で
「
甲
佐
ニ
ラ
パ
ワ
ー

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ニ

ラ
を
使
用
し
た
料
理
の
出
店
や
、

多
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

２
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
５
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

青
空
市
場（
甲
佐
町
ろ
く
じ
館
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
８
２
８

　

甲
佐
町
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
梅
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
多
様
な
梅
の
花
を
は
じ
め
、

多
く
の
樹
芸
品
が
出
そ
ろ
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、「
梅
ま
つ
り
」
の
開
催

に
併
せ
て
「
木
工
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
な
ど

は
不
要
で
、
先
着
順
に
ご
案
内
し

ま
す
。

▼
梅
ま
つ
り
開
催
日
時

　

２
月
18
日
（
日
）
午
前
８
時
～

正
午

※
木
工
教
室
の
開
催
日
時　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

　

（
先
着
50
組
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
４
８
５

　

本
県
で
は
小
学
校
の
運
動
部
活

動
が
児
童
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

担
っ
て
き
ま
し
た
が
、
少
子
化
に

伴
う
チ
ー
ム
編
成
が
困
難
で
あ
る

こ
と
や
、
保
護
者
や
児
童
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
、
指

導
者
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童

に
と
っ
て
適
切
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境

を
確
保
す
る
た
め
に
、
運
動
部
活

動
を
社
会
体
育
へ
移
行
す
る
と
い

う
方
針
が
県
教
育
委
員
会
か
ら
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
の
方
針
を
受
け
、
３

月
を
目
標
に
関
係
機
関
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
小
学
校
の
運
動
部

活
動
を
甲
佐
町
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
Ⅰ
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
で
の
活
動
や
各

地
域
で
の
活
動
な
ど
の
社
会
体
育

活
動
へ
順
次
移
行
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
０
２

　

（
内
線
３
１
２
）

　

町
で
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震

に
よ
り
一
部
損
壊
の
被
害
を
受
け

た
住
家
の
修
理
に
30
万
円
以
上
支

出
し
た
世
帯
を
対
象
に
、
町
お
よ

び
県
か
ら
義
援
金
を
配
分
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
申
請
期
限
内
の
修

理
工
事
完
了
が
厳
し
い
状
況
を
踏

ま
え
、
申
請
期
限
を
次
の
と
お
り

延
長
し
ま
し
た
。

▼
延
長
後
の
申
請
期
限

　

平
成
31
年
３
月
29
日
（
金
）

▼
申
請
受
付
場
所

　

町
住
民
生
活
課

　

義
援
金
の
配
分
対
象
や
申
請
に

必
要
な
も
の
な
ど
の
詳
細
は
、
町

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な

る
か
、
町
住
民
生
活
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

（
内
線
１
０
７
）

　

県
の
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会

に
て
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
で

「
半
壊
」
ま
た
は
「
大
規
模
半

壊
」
の
判
定
を
受
け
、
そ
の
被
災

住
家
を
解
体
し
た
世
帯
に
災
害
義

援
金
を
追
加
配
分
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
配
分
の
申
請
が
ま
だ

済
ん
で
い
な
い
世
帯
や
追
加
配
分

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
住
民
生

活
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
追
加
配
分
の
配
分
基
準
と
基
準

　
額

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
世
帯
が
「
半
壊
」
ま

た
は
「
大
規
模
半
壊
」
の
判
定
を

受
け
、
そ
の
被
災
住
家
を
解
体
し

た
世
帯
へ
40
万
円
を
追
加
配
分
し

ま
す
。

▼
追
加
配
分
の
方
法

●
今
ま
で
の
配
分
の
申
請
が
済
ん

　

で
い
る
世
帯

　

指
定
さ
れ
た
口
座
に
追
加
配
分

金
額
を
振
り
込
み
ま
す
。

　

追
加
配
分
金
額
振
り
込
み
後
に
、

町
か
ら
通
知
し
ま
す
の
で
、
追
加

配
分
に
係
る
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

●
今
ま
で
の
配
分
の
申
請
が
済
ん

　

で
い
な
い
世
帯

　

義
援
金
配
分
の
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

（
内
線
１
０
７
）

　

（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

熊
本
県
支
部
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
平
成
30
年
度
の
加
入
受

付
を
、
３
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

同
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

万
一
の
け
が
に
備
え
ま
し
ょ
う

ｉ
お
知
ら
せ

小

学

校

運

動

部

活

動

の

社
会
体
育
移
行
に
つ
い
て

義
援
金
の
一
部
損
壊
世
帯
の

配

分

申

請

期

限

を

延

長

平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

の

追

加

配

分

が

決

定

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
２
月

18
日
（
日
）「
梅
ま
つ
り
」
開
催

ｅ
開
催

２
月
25
日
（
日
）「
甲
佐
ニ
ラ
パ

ワ
ー
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
８
」
開
催

Monthly Information

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

２
February 2018

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

�（町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

�（㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

�（クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL http://www.town.kosa/

　　kumamoto.jp/

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

２月４日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

２月11日 桃崎整形外科医院 TEL096-235-8111

２月18日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

２月25日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

doctor

町税などの滞納処分（12月分）
種　別 件数・金額など

捜 索 １件

差 し 押 さ え 件 数 20件

交 付 要 求 ０件

取 立・ 公 売 代 金 346,185円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

12月 年累計

人身事故 ０ 24

物損事故 18 233

盗難など ０ 14

12月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数
種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （△２）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ０ （０）

合計件数 ０ （△２）

１月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire preventionenvironmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（12月分）
種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 241,050 34,080 △77,450

資 源 ご み 23,530 △2,560 △5,450

粗 大 ご み 6,750 △630 △3,400

合 計 271,330 30,890 △86,300

※単位・㌔ 

乙女校区には六地蔵が三体残っ

ています。南三箇、下田口そして

船津の六地蔵です。

六地蔵は六体の地蔵菩薩を彫り

込んだ石仏で、この信仰は平安時

代の終わりごろに始まったといわ

れており、仏教の教えの六道（地

獄、餓鬼、畜生、修羅、人間、天上）

の境遇にある人々の迷いや苦しみ

などを救うために建てられていま

す。供養塔として街道沿いに建て

られることが多いようです。

南三箇の六地蔵は、享保 17

（1732）年に建てられ、六面に六

地蔵が彫られた六地蔵塔で、他の

地域の二体もほぼ同じ時期に建て

られたと思われます。この享保 17

年は、江戸三大飢饉（ききん）で

ある享保の大飢饉の年で、『新甲

佐町史』には、「春から翌年の春

にかけて大飢饉。餓死者山のごと

し。糸田村も 60 人余餓死」「秋、

蝗（いなご）が大量発生し、稲の

被害甚大、飢饉で餓死者多数、翌

年春の籾種（もみだね）も無く、

藩より種子籾が渡される」と記さ

れています。大変な大飢饉（き

きん）そして虫害など不安定な世

から起ち直る時期にできた六地蔵

であります。以来 280 年以上、今

も地域住民の心のよりどころであ

り、結束の象徴でもあります。こ

の六地蔵を見ますと、地域の人々

に安らぎを与える場所として長年

にわたって大切にされていること

がよく伝わってきます。

甲佐町の文化財探訪　〜第5 ３回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

▶
南
三
箇
の
六
地
蔵

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「六地蔵 (ろくじぞう )が伝えるもの」 赤星眞照 町文化財保護委員（有安区）



Monthly Information Monthly Information

２
０
１
９
年
度
「
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
皆
様
か

ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
募
集
人
数

　

60
人
程
度
（
各
地
域
で
均
衡
を

図
る
た
め
、
最
終
的
な
人
数
と
前

後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
依
頼
期
間

　

４
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月
31

日
（
２
年
間
）

▼
依
頼
内
容

・
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す

　

る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
（
匿

　

名
に
て
公
表
す
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
）

・
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す

　

る
ご
意
見
や
ご
提
言
な
ど
の
報

　

告
、
同
局
広
報
紙
へ
の
投
稿

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出

　

席
（
年
１
～
２
回
、
希
望
者
の

　

う
ち
一
定
数
）

▼
応
募
資
格

　

九
州
・
沖
縄
８
県
に
お
住
ま
い

の
20
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）

の
方
で
、
森
林
・
林
業
お
よ
び
国

有
林
に
関
心
を
有
す
る
方

※
国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議
員
、

　

地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の

　

国
家
公
務
員
、
国
有
林
野
事
業

　

職
員
Ｏ
Ｂ
、
森
林
・
林
業
担
当

　

の
自
治
体
職
員
な
ら
び
に
平
成

　

28
～
29
年
度
に
国
有
林
モ
ニ

　

タ
ー
で
あ
っ
た
方
は
除
き
ま
す

▼
応
募
方
法

　

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
ハ

ガ
キ
、
封
書
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
事
項

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

　

生
年
月
日
、
年
齢
、
住
所
、
郵

　

便
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

　

電
話
番
号

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た　

　

き
っ
か
け
（
具
体
的
に
記
入
）

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
さ
れ

　

た
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

　

は
適
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

２
月
28
日
（
水
）（
当
日
消
印

有
効
）

▼
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
市
西
区
京
町
本
丁
２
‐
７

　

九
州
森
林
管
理
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
８
‐
３
５
１
１

　

FAX
０
９
６
‐
３
２
８
‐
３
６
４
３

　

 ky_kikaku@maff.go.jp

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ゲ
ー

ム
機
な
ど
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
り
、
犯

罪
や
い
じ
め
な
ど
の
加
害
・
被
害
双

方
の
当
事
者
と
な
る
子
ど
も
た
ち
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

便
利
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に

潜
む
危
険
を
知
り
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
で
し
っ
か
り
話
し
合
い
、

　

ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

・
名
前
、
顔
写
真
、
学
校
名
な
ど
は

　

書
き
込
ま
な
い

・
友
達
に
メ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

　

や
り
取
り
を
強
要
し
な
い

・
利
用
す
る
場
所
や
時
間
を
決
め
る

・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
保
護
者
が
管
理
す

　

る
・
ト
ラ
ブ
ル
の
時
は
、
す
ぐ
保
護
者

　

に
相
談
す
る

●
ス
マ
ホ
の
約
束
６
か
条

・
会
わ
な
い
で
！
（
知
ら
な
い
人
と
）

・
撮
ら
な
い
で
！
（
裸
、
下
着
姿
を
）

・
画
像
を
送
ら
な
い
で
！

・
個
人
情
報
を
載
せ
な
い
で
！

・
悪
口
を
書
き
込
ま
な
い
で
！

・
い
じ
め
な
い
で
！
（
ネ
ッ
ト
を

　

使
っ
て
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

■お問い合わせ先

　町総務課

　 TEL096-234-1140( 内線224）

　

町
で
は
、
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
子

育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
援

助
し
た
い
人
が
会
員
と
な
り
、
同

セ
ン
タ
ー
が
仲
介
し
て
会
員
同
士

が
支
え
合
う
、
子
育
て
を
地
域
で

相
互
援
助
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を

預
け
た
い
方
、
預
か
り
た
い
方
の

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
会
員
登
録
を
し

て
子
ど
も
を
預
か
り
た
い
人
は
、

こ
の
講
習
会
の
受
講
が
必
須
で
す
。

す
で
に
受
講
し
て
い
る
人
も
参
加

で
き
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。

▼
講
習
内
容

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー
の
実
際

・
子
ど
も
の
心
と
体

・
普
通
救
命
講
習

▼
開
催
日
時

　

２
月
20
日
（
火
）　

午
前
９
時

～
午
後
４
時　

▼
会
場

　

（
午
前
）
町
中
早
川
児
童
館

　

（
午
後
）
上
益
城
消
防
署

▼
申
込
期
限
・
申
込
方
法

　

２
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
５
１
８
５

　

TEL
０
９
０
‐
１
５
１
３
‐
５
３
２
８

　

松
橋
西
支
援
学
校
高
等
部
で
は
、

生
徒
へ
の
接
客
の
実
践
学
習
や
地

域
と
の
交
流
を
図
る
た
め
に
、
分

教
室
で
心
を
込
め
て
作
成
し
た
製

品
の
販
売
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
主
な
販
売
品

　

学
校
農
園
で
採
れ
た
新
鮮
な
季

節
の
野
菜
や
花
苗
、
革
製
品
（
小

銭
入
れ
、
キ
ー
ケ
ー
ス
、
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
）、
紙
す
き
製
品
（
は

が
き
、
封
筒
な
ど
）

▼
日
時

　

２
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
２
時

▼
場
所

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
・

エ
・
ラ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
橋
西
支
援
学
校
高
等
部

　

TEL
０
９
６-

２
３
５-

８
０
４
０

　

甲
佐
町
進
出
企
業
協
議
会
会
員
の

「
エ
ー
ス
観
光
開
発
㈱
熊
本
南
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
正
社
員
・

ア
ル
バ
イ
ト
を
急
募
し
ま
す
。

▼
会
社
名

　

熊
本
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼
求
人
内
容

　

ゴ
ル
フ
場
運
営
、
レ
ス
ト
ラ
ン

ホ
ー
ル
、
厨
房
補
助
、
清
掃
ス

タ
ッ
フ

▼
所
在
地

　

甲
佐
町
南
三
箇
１
２
７
３
‐
18

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

TEL
０
９
６-

２
３
４-

３
８
３
８

　

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、

よ
り
多
く
の
国
民
の
皆
様
に
身
近

な
存
在
と
し
て
国
有
林
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
森
林
・
林
業

や
国
有
林
に
興
味
を
持
た
れ
る
一

般
の
方
々
を
対
象
に
、
国
有
林
の

役
割
や
現
状
な
ど
の
情
報
を
お
知

ら
せ
し
、
ま
た
ご
意
見
を
い
た
だ

く
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ

の

度
、

２

０

１

８

～

国

有

林

モ

ニ

タ

ー

を

募

集

し

ま

す

ｃ
く
ら
し
安
全

ネ

ッ

ト

犯

罪

か

ら

子

ど

も

を

守

ろ

う

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～２月～
 Event

●「藤本賢治」水墨画個展

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

▼

先
月
の
祝
成
人
「
書
と
華
展
」

　

展
示
の
様
子

第24回ミニバレーボール大会結果
Sports

●主催

　甲佐町バレーボール協会
　（芦原博幸会長）
●開催日

　11月16日（木）
●会場

　甲佐小学校体育館

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」
２月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　甲佐小体育館

　　　　　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

　甲佐中武道館「甲心館」

　　月・水・金曜日　午後７時

●卓球

　町生涯学習センター・ホール

　　　水・金曜日　午後７時30分

●サッカー教室

　甲佐中グラウンド

　　　　　　木曜日　午後７時

　甲佐小グラウンド

　　　　　　土曜日　午前９時

●バスケットボール教室

　甲佐中体育館

　　　　　　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室

　甲佐小体育館

　　　　　　水曜日　午後７時

●ノルディックウォーキング

　教室

  白旗小体育館

　　　　　　月曜日　午後７時

●トランポリン教室

　特別養護老人ホーム　桜の丘

　　　　金曜日　午後５時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局

　（町教育委員会社会教育課内）

　 TEL096-234-2447（内線325）

ノルディックウォーキング教室

赤星裕子さん （有安区）

明るい健康、
みんなでウォーキング！

「うなぎ蒲焼き」こうさんもん No.13

外はこんがり香ばしく中はふっくらとろける

▶山本建設㈱甲佐養鰻場　 TEL 096-354-5364

ｅ
開
催

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

▶
優
勝
し
た
あ
ゆ
の
里
Ａ

▶ご寄付いただいた皆様　

上山�智嗣様（東京都）、重原�
富美様（京都府）、石橋�朱美様

（埼玉県）、佐々木�俊二様（神
奈川）、末吉�勇介様（福岡県）、
椎葉�聖孝様（大阪府）、熊本�
大五郎様（兵庫県）、内藤�環様

（大阪府）、五味�隆様（山梨県）、
岩橋�輝知様（大阪府）、清村�
明生様（埼玉県）、河嶋�未麗様

（東京都）、佐藤�沙央梨様（愛
知県）、吉井�浩二様（奈良県）、
高田�竜児様（愛知県）、斎藤�
邦彦様（東京都）、宮崎�正太郎
様（東京都）、中村�優介様（東
京都）、高橋�克己様（東京都）、
井芹�大輔様（熊本県）、三宅�
哲郎様（北海道）、甲斐�涼子様

（宮崎県）、宮﨑�祥一様（千葉
県）、福山�雄介様（東京都）、
佐藤�英徳様（熊本県）、平田�
和也様（奈良県）、森方�正之様

（大阪府）、金子�真弥様（埼玉
県）、春畑�貞二様（大阪府）、
小川�勝久様（東京都）、寺町�
靖友様（千葉県）、柴田�郁子様

（熊本県）、石田�匡識様（広島
県）、谷口�正昭様（北海道）、
木津�琴恵様（群馬県）、白石�
達郎様（愛知県）、内田�豊様
（静岡県）、山田�晋太郎様（佐
賀県）、小山�泰雄様（千葉県）、
中川�智春様（愛知県）、田中�
大策様（千葉県）、泉�克明様
（東京都）、日向�里美様（大阪
府）、岡前�英樹様（広島県）、
西村�理様（福井県）、木戸�一
樹様（千葉県）、玉川�猛様（群
馬県）、渡邊�昭一様（東京都）、
菅�浩之様（石川県）、宮村�洋
子様（大阪府）、水沼�明子様
（東京都）、水川�周也様（岡山
県）、渡部�陽様（東京都）、土
田�潤様（秋田県）、藤田�健司
様（兵庫県）、戸田�久美子様
（埼玉県）、小林�健二様（大阪
府）、吉本�慎太郎様（東京都）、
菅�健太郎様（福岡県）

▶平成29年度寄附金額合計

　１５，３９５，０００円
　（12月31日現在）

●大会成績

・優　勝　あゆの里Ａ

・準優勝　ナース部Ｂ

・敢闘トーナメント

　優　勝　ナース部Ａ

２
月
３
日
（
土
）
松
橋
西
支
援

学
校
高
等
部
販
売
会
を
開
催

ｒ
募
集

熊
本
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
ま
せ
ん
か

▶期　間　　２月３日（土）～２月 28 日（水）

▶主　催　　甲佐町文化協会

▶展示内容　水墨画作品展



ひとの 動 き （敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

ご存知ですか？

１月７日（日）、「ONE PIECE20周年×熊本県成人式」として贈呈されたONE PIECE オリジナルクリアファイルと作者のメッセージカードとともに

 

［
短
歌
］ 

渡
辺
幸
士 

選

愛
犬
の
突
然
の
死
を
孫
か
ら
の
縫
い
ぐ
る
み
抱
き
癒

さ
れ
て
お
り 

赤
星　

文
子

酉
ゆ
き
て
戌
に
な
り
て
も
願
う
こ
と
平
和
な
日
々
を

過
ご
せ
る
よ
う
に 

緒
方　

明
美

朝
と
昼
一
緒
に
な
り
し
祝
い
膳
至
福
の
時
ぞ
酒
酌
み

交
わ
す 

塚
原　

暁
益

大
空
の
柔
ら
か
な
陽
は
果
て
し
な
く
荘
厳
な
り
し
初

日
の
出
観
る 

吉
永
由
紀
子

鬼
は
外
孫
と
笑
顔
で
豆
を
ま
く
節
分
来
れ
ば
春
遠
か

ら
じ 

白
梅　

武
人

松
の
内
孫
の
慶
事
に
心
晴
れ
こ
の
一
年
も
頑
張
れ
そ

う
だ 

池
田
キ
ヨ
子

元
日
の
神
社
参
拝
人
多
く
幸
せ
祈
り
両
手
を
合
わ
す

　

 

上
村
や
す
美

姉
見
舞
い
帰
り
の
道
を
急
げ
ど
も
秋
の
夕
日
は
落
ち

る
の
早
し 

内
田
乃
武
子

初
詣
で
の
善
男
善
女
の
雑
踏
に
紛
れ
行
く
と
き
こ
こ

ろ
華
や
ぐ 

渡
辺　

幸
士

 

［
川
柳
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
素
顔
」

厚
化
粧
歳
相
応
の
素
顔
な
り 

川
田
ト
メ
子

俺
の
流
儀
素
顔
で
い
く
よ
世
渡
り
は 

日
隈　

俊
郎

素
顔
で
も
奉
仕
の
笑
み
は
忘
れ
な
い 

清
川
み
ど
り

　
　
　

「
す
ご
い
」

エ
ベ
レ
ス
ト
目
指
す
卒
寿
の
山
登
り 

林　
　

雅
之

孫
の
数
十
三
人
と
は
す
ご
い 

布
田　

愛
子

凄
腕
の
力
量
隠
す
低
い
腰 

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

ト
ラ
ン
プ
に　

武
器
は
不い

ら要
ん
て
云
い
き
ら
ん 

広
田
み
ど
り

ト
ラ
ン
プ
に　

日
本
の
情
緒
伝
え
た
い 

下
山　

千
恵

ト
ラ
ン
プ
に　

一
言
も
の
の
言
え
ん
ど
か 

志
垣　
　

光

ト
ラ
ン
プ
に　

勝
手
ふ
う
じ
ゃ
は
長
く
な
か 

佐
藤　
　

葵

ト
ラ
ン
プ
に　

隠
居
す
る
日
は
何い

つ日
か
い
た 

布
田
か
ん
な

ト
ラ
ン
プ
に　

拉
致
問
題
ァ
任ま

か

せ
と
け 

平
井
や
よ
い

ト
ラ
ン
プ
に　

我
が
帝
国
は
見
守
ら
れ 

長
原　

産
賀

ト
ラ
ン
プ
に　

切
り
札
持
つ
と
勝
利
す
る 

佐
野
し
ょ
う

ト
ラ
ン
プ
に　

バ
ッ
サ
リ
切
ら
れ
救す

く

い
な
し 

光
永　
　

六

ト
ラ
ン
プ
に　

や
っ
て
欲ほ

し
い
ね
銃
規
制 

井
元
あ
ざ
み

ト
ラ
ン
プ
に　

刺
激
な
言
葉
ホ
ド
ホ
ド
に 

日
高　

美
里

ト
ラ
ン
プ
に　

恋
占
い
ァ
託
し
と
る 

上
田　

梅
清

ト
ラ
ン
プ
に　

商
魂
抜
き
で
喋
ら
れ
ん 

日
隈　

元
良

ト
ラ
ン
プ
に　

気
ま
ま
に
世
界
混
ぜ
く
ら
れ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

如
月 

～

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

12月11日（月）～１月10日（水）

 住　所 氏　名     性別  保護者

上早川　下鶴心
こ は な

羽那　女　貴　子

糸　田　林田　桃
も も か

果　女　哲　治

有　安　山下　叶
の あ

愛　女　賢　祐

豊　内　北里真
ま な か

那迦　女　雄　秀

早　川　大隈　匡
ただてる

輝　男　暁　帆

下横田　長岡　　匠
たくみ

　男　真一郎

田　口　元松亜
あ お ば

緒羽　女　省　吾

横　田　大滝　心
こ こ

々　女　祐　輔

下横田　溜渕　友
ゆ う り

理　男　臣　治

大　町　來海　ゆな　女　奈　美

お誕生おめでとう
birth

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

田　口　山形　栄一　91　敬　子

中　山　益田　敏行　96　朝　枝

南三箇　本田　一枝　88　浩　一

西寒野　岩井ヒロ子　96　ヒロ子

岩　下　荒瀬　すま　96　す　ま

大　町　德永　昭一　90　昭　一

下横田　溜渕　幹男　90　清　治

上早川　松岡ミサト　97　孝　幸

西寒野　井上惠美子　83　博　人

西寒野　堀田　孝惠　97　孝　惠

西寒野　佐藤　幸男　85　トリエ

中横田　本田タツメ　99　益　見

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

［

［

［

 住　所 氏　名 

　　夫　横　田　岩越　和也

　　妻　美里町　井上　綾乃

　　夫　上早川　田上　隼人

　　妻　熊本市　白木　夕夏

　　夫　豊　内　甲斐　春男

　　妻　熊本市　吉﨑　　綾

　　夫　熊本市　村上　侑士

　　妻　白　旗　山形　知世

　　夫　宇城市　庄村　裕太

　　妻　早　川　塚本恵理子

項目 数 増減

男 5,117 １

女 5,721 ２

計 10,838 ３

世帯数 4,287 １

平成29年12月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

作り方

①シイタケは半分にして、千切

りにしましょう。

②大根は、3～4㍉厚さのいちょ

う切りにします。

③油揚げは油抜きをして半分に

切り、大根の大きさに合わせ

て切りましょう。

④チリメンジャコはサッと水で

洗い、ざるに上げておきます。

⑤お米は研いで炊飯器に入れた

ら、分量の水を入れましょう。

⑥⑤に①②③④としょう油を加

え、ひと混ぜしてスイッチを

入れましょう。

⑦炊き上がったら、小口に切っ

たネギを加え、全体に切るよ

うに混ぜ、余熱でネギを蒸ら

したら出来上がりです。

疲れたお腹に大根の炊き込みご飯

材料（４人分）

米………………………３カップ
シイタケ ………………４～５枚
大根…………………………100㌘
油揚げ ………………………１枚
水…………………………3カップ
しょう油 ………………大さじ１
チリメンジャコ ……1/2カップ
ネギ…………………………適宜

　　年末からお正月にかけて、

美味しいご馳走やアルコールで

随分胃も疲れたことでしょう。

　こんな時には大根！大根には、

でんぷんの消化酵素であるジア

スターゼ、グリコシダーゼなど

の酵素が食物の消化を助けたり、

腸の働きを整えてくれたりする

効果があるからです。

　グッと寒くなる冬こそが、甘

みが増し、美味しく食べられる

時です。たっぷり食べて、胃腸

の働きを高めましょう。

　飲み過ぎた翌日は、大根おろ

しがお勧めです。胃の不快感の

解消とともに、ビタミン Cが肝

臓の働きを助けてくれます。で

も、飲み過ぎには注意しましょ

うね。

　

１
月
７
日
（
日
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
、
平
成
30
年
甲
佐
町
成
人

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
思
い
思
い
の
華
や
か

な
衣
装
で
着
飾
っ
た
新
成
人
と
、
そ

れ
を
見
守
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
な
ど

が
集
ま
り
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

少
し
ぎ
こ
ち
な
い
歩
き
方
で
車
か

ら
降
り
る
と
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

同
級
生
に
笑
顔
で
駆
け
寄
り
、
カ
メ

ラ
に
向
か
っ
て
に
ぎ
や
か
に
ポ
ー
ズ

を
と
る
新
成
人
た
ち
。
そ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
す
保
護
者
の
温
か
い
目
に

は
光
る
も
の
が
見
え
、
こ
の
日
ま
で

見
守
っ
て
き
た
歳
月
に
思
い
を
巡
ら

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

私
が
成
人
し
た
時
も
、
こ
の
よ
う
に

見
守
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う

と
、
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

　

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
新
成

人
の
皆
さ
ん
は
、
背
筋
が
伸
び
る
よ

う
な
緊
張
感
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。（
り
）

編

集

後

記
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こうさ広 報

甲佐町銃剣道クラブ / 平成

４年に発足。３選手が出場し

た郡民体育祭および県銃剣道

優勝大会で優勝。全九州銃剣

道大会の出場権を獲得した。

甲佐町銃剣道クラブ
Kosamachi Jukendo club

〔銃剣道〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

　

「
武
道
の
精
神
で
あ
る
精
神
統

一
や
礼
儀
作
法
を
重
ん
じ
な
が
ら
、

同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と
、
武
道
を

通
じ
て
結
ぶ
き
ず
な
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、「
甲

佐
町
銃
剣
道
ク
ラ
ブ
」
代
表
の
興

野
稔
さ
ん
（
芝
原
区
）。

　

銃
剣
道
は
日
本
古
来
の
武
道
で
、

自
衛
隊
で
盛
ん
に
訓
練
さ
れ
て
い

る
戦
技
の
１
つ
。
剣
道
の
防
具
に

左
胸
に
特
有
の
「
肩
」
を
つ
け
、

木
銃
で
相
手
の
左
胸
を
狙
う
。

　

平
成
４
年
に
発
足
し
、
現
役
ま

た
は
元
自
衛
官
の
５
人
で
活
動
。

甲
佐
中
学
校
の
甲
心
館
で
練
磨
し

て
い
る
。
興
野
さ
ん
と
芦
塚
智
明

さ
ん
（
西
寒
野
区
）、
山
本
祐
司

さ
ん
（
上
揚
区
）
の
３
選
手
は
、

7
月
の
郡
民
体
育
祭
で
優
勝
。
ま

た
、
11
月
の
県
銃
剣
道
優
勝
大
会

に
「
上
益
城
」
チ
ー
ム
と
し
て
出

場
し
、
優
勝
。
２
月
に
宮
崎
県
で

行
わ
れ
る
全
九
州
銃
剣
道
大
会
の

出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

練
習
で
は
、
基
本
か
ら
応
用
動

作
、
試
合
形
式
ま
で
を
行
い
、
交

代
で
絶
え
ず
気
合
の
入
っ
た
掛
け

声
と
激
し
い
動
き
が
続
く
。
３
人

の
平
均
年
齢
は
62
歳
。
興
野
さ
ん

は
「
還
暦
を
過
ぎ
、
け
が
を
し
な

い
よ
う
に
、
無
理
を
し
な
い
よ
う

に
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
る
も
、

「
銃
剣
道
は
強
靭
な
体
力
を
要
す

る
。
基
礎
体
力
が
な
い
と
で
き
ま

せ
ん
」
と
日
ご
ろ
の
練
成
を
語
る
。

３
人
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
動
作
は
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
ず
、
力
強
い
。

　

「
動
き
な
が
ら
突
く
間
合
い
を

見
計
ら
う
が
、
相
手
も
狙
っ
て
い

る
た
め
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、
熟

練
し
た
技
が
必
要
。
自
衛
官
が
１

～
２
年
毎
日
訓
練
し
な
い
と
、
試

合
に
も
立
て
ま
せ
ん
」
と
銃
剣
道

の
難
し
さ
を
語
る
興
野
さ
ん
。
若

い
頃
か
ら
武
道
を
好
む
山
本
さ
ん

は
「
試
合
場
に
立
つ
時
は
、
勝
つ

し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み

ま
す
」
と
言
い
、
芦
塚
さ
ん
は

「
道
場
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
気
持
ち
が
入
り
ま
す
」
と
言

う
通
り
、
強
い
精
神
同
士
が
ぶ
つ

か
る
競
技
。
反
面
、
練
習
が
終
わ

る
と
全
員
が
爽
快
な
笑
顔
を
見
せ
、

固
い
き
ず
な
が
感
じ
取
れ
る
。

　

全
九
州
大
会
で
は
、
１
本
で
も

多
く
決
め
る
と
い
う
心
意
気
で
、

上
位
入
賞
を
狙
う
。

武
道
の
精
神
で
練
磨
す
る

強
靭
な
心
身
と
固
い
き
ず
な


